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Ｑ　
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
利
用
に
関
す
る
市
長
の
認
識

を
伺
う
。

Ａ　
市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
や
職
員
の
研
修
会
な
ど

を
通
し
て
、
課
題
を
解
決
し
、

本
格
的
な
導
入
を
図
り
た
い
。

Ｑ　
本
市
の
小
学
校
・
中
学
校

の
授
業
や
家
庭
学
習
に
お
い
て
、

生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
利
用
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　
文
部
科
学
省
が
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
も
と
に
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
場
合
の
出
席
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
保
護
者
と
学
校
の
間
に
十
分
な
連
携
・
協

力
が
保
た
れ
る
こ
と
や
、
国
が
示
す
一
定
の
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
自

治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

Ｑ　
市
民
か
ら
個
人
住
民
税
均
等
割
と
併
せ
て

年
額
千
円
が
加
算
さ
れ

る
森
林
環
境
税
の
活
用

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

本
年
度
の
事
業

は
、
市
道
な
ど
公
共
施

設
の
周
辺
の
森
林
伐
採

や
、
里
山
整
備
を
行
う

緑
化
団
体
に
対
す
る
補

助
、
害
虫
等
の
森
林
被

害
木
調
査
な
ど
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
関
山
登
山
口
に
ト
イ
レ
の

新
設
を
望
む
が
、
現
在
登
山
口

に
あ
る
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
の

利
用
状
況
を
伺
う
。

Ａ　
１
日
あ
た
り
３
～
４
人
。

Ｑ　
今
後
の
ト
イ
レ
や
駐
車
場

の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
は
、

洋
式
の
上
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

機
能
も
付
い
て
い
る
。
更
に
山
頂
の
満
願
寺
社

務
所
と
関
辺
行
政
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
が
利
用

で
き
る
。
今
後
も
こ
の
３
ヶ
所
を
維
持
し
て
い

く
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
地
元
町
内
会
や
山

開
き
実
行
委
員
会
と
新
た
な
整
備
の
必
要
性
も

含
め
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ　
登
下
校
時
の
子
供
の
命
と
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
ど
の
様
に
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、

危
険
箇
所
を
把
握
す
る
合
同
点
検
の
内
容
を
伺

う
。

Ａ　
各
小
学
校
の
通
学
路
を
関
係
機
関
と
連
携

し
点
検
及
び
横
断
歩
道
や
停
止
線
の
引
き
直
し

な
ど
必
要
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　
見
守
り
隊
と
の
協
力
体
制
と
連
携
は
、
ど

の
様
に
さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

Ａ　
不
審
者
情
報
や

危
険
箇
所
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
見
守
り

隊
と
の
協
力
体
制
を

整
備
し
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
に
取
り

組
む
。

遠藤　公彦 議員

緑川　摂生 議員

森林環境税の活用内容について伺う

関山登山口に新たなトイレと駐車場の整備を

森林伐採や緑化団体に対する補助等を予定している

トイレは現状維持、駐車場は協議していく

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
６月定例会では12名の議員が一般質問を行いました。６月定例会では12名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

6月定例会において延べ63名の方が傍聴にお越
しくださいました。ありがとうございました。
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Ｑ　
良
縁
め
ぐ
り
あ
わ
せ
応
援

窓
口
開
設
か
ら
一
年
が
経
過
し

た
。
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
体
制
と

課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
結
婚
専
門
員
２
名
と
良
縁

あ
わ
せ
隊
12
名
の
14
名
体
制
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
主
な
課

題
は
、
女
性
の
登
録
者
が
少
な

い
た
め
、
男
性
の
出
会
い
の
機

会
が
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
広
報

用
の
チ
ラ
シ
を
作
製
し
、
市
内
の
企
業
や
団
体

を
訪
問
し
て
い
る
ほ
か
、
陶
芸
教
室
な
ど
女
性

が
好
む
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、

女
性
登
録
者
の
増
加
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
良
縁
め
ぐ
り
あ
わ
せ
応
援
窓
口
事
業
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
登
録
希
望
者
と
の
面
談
は
、
相
談
し
や
す

い
平
日
の
夜
や
休
日
に
も
対
応
し
、
延
べ
90
回

以
上
行
っ
て
き
た
。
６
月
１
日
現
在
の
登
録
者

数
は
男
性
34
名
、
女
性
9
名
の
43
名
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
９
組
を
引
き
合
わ
せ
、
３

組
が
交
際
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

相
談
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
、
き
め
細
か

な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　
白
河
地
域
の
認
知
度
向
上

を
図
る
た
め
、
那
須
白
河
地
域

と
し
て
那
須
町
と
連
携
を
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ　
那
須
白
河
の
エ
リ
ア
イ
メ

ー
ジ
の
浸
透
を
図
り
、
首
都
圏

や
関
西
圏
、
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
。

Ｑ　
廃
校
と
な
っ
た
学
校
施
設
の
活
用
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
旧
信
夫
第
二
小
に
つ
い
て
は
、
私
立
の

小
・
中
一
貫
校
と
し
て
の
活
用
が
決
定
し
た
。

五
箇
中
と
大
屋
小
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ　
旧
大
屋
小
の
体
育
館
を
、
行
事
を
行
う
際

の
ト
イ
レ
利
用
及
び
、
公
の
屋
内
運
動
施
設
と

し
て
活
用
出
来
な
い
か
。

Ａ　
効
果
的
、
効
率
的
な
公
共
施
設
の
配
置
に

配
慮
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

Ｑ　
廃
校
と
な
っ
た
学
校
の
備
品
に
つ
い
て
、

不
要
と
な
っ
た
物

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

等
を
利
用
し
た
処

分
方
法
を
検
討
で

き
な
い
か
伺
う
。

Ａ　
有
効
な
処
分

方
法
の
一
つ
と
し

て
費
用
対
効
果
を

含
め
検
討
し
て
い

く
。

室井　伸一 議員

永山　均 議員

良縁めぐりあわせ応援窓口の実績は？

白河市と西白河郡が一体となり大学誘致と医療体制の充実を

９組を引き合わせ３組が交際まで発展

社会の変化を見越しつつ、可能性を探っていく

廃校となった旧大屋小学校

Ｑ　
旧
五
箇
中
学
校
は
美
術
館
、

博
物
館
、
戊
辰
戦
争
資
料
館
等

の
文
化
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
公
共
施
設
と
し
て
活
用
す

る
等
の
検
討
を
し
て
い
る
が
、

文
化
施

設
と
し

て
の
活

用
も
踏

ま
え
重
ね
て
検
討
し
て

い
く
。

Ｑ　
室
内
プ
ー
ル
を
建

設
し
て
、
一
括
し
て
水

泳
指
導
す
る
こ
と
は
有

効
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ　
市
民
プ
ー
ル
の
大
規
模
修
繕
を
計
画
し
て

い
る
が
、
プ
ー
ル
の
屋
内
化
は
考
え
て
い
な
い
。

小
中
学
校
の
水
泳
指
導
の
一
括
化
に
つ
い
て
は
、

先
進
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
南
湖
公
園
内
の
車
が
混
雑
し
て
い
る
が
、

駐
車
場
の
整
備
、
ロ
ー
タ
リ
ー
表
示
、
通
行
規

制
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
今
年
度
策
定
す
る
「
南
湖
基
本
構
想
」
や

「
一
方
通
行
化
に
向
け
た
社
会
実
験
」
の
成
果

等
を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
小
峰
城
の
駐
車
場
に
は
ト
イ
レ
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
「
史
跡
小
峰
城
跡
整
備
基
本
計
画
」
で
は
、

ト
イ
レ
整
備
は
予
定
さ
れ
て
な
い
が
、
今
後
有

識
者
や
文
化
庁
と
協
議
し
て
い
く
。

植村　美洋 議員

美術館等の文化施設、屋内プールが必要では
今後検討していく

8



2024（Ｒ6）8.１　Vol.76９

Ｑ　
消
防
団
の
負
担
軽
減
の
た

め
消
防
団
向
け
ア
プ
リ
の
導
入

を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
現
在
、
火
災
の
発
生
時
、

消
防
本
部
か
ら
消
防
団
幹
部
を

経
由
し
て
出
動
す
る
部
や
班
へ

と
伝
達
す
る
連
絡
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
一
方
で
は
消
防
団
向

け
ア
プ
リ
の
活
用
で
よ
り
多
く

の
情
報
伝
達
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
か
ら
、

既
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

須
賀
川
市
や
矢
吹
町
で
も
「S.A

.F.E
（
セ
ー

フ
）
」
と
い
う
ア
プ

リ
を
利
用
し
、
火
災

情
報
に
加
え
て
消
火

栓
等
の
水
利
情
報
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上

で
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
団
員
や
既
に
活

用
し
て
い
る
自
治
体

か
ら
聞
き
取
り
を
し
、

ア
プ
リ
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
新
時
代
の
消
防
団
の
在
り
方
の
た
め
、
一

般
団
員
か
ら
の
意
見
収
集
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
は
、
各
団
員
の
意
見
を
取
り
ま

と
め
た
上
で
、
副
団
長
以
上
が
参
加
す
る
幹
部

会
議
や
部
長
以
上
の
会
議
の
中
で
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な

ど
団
員
か
ら
直
接
意
見
を
集
め
ら
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

鈴木　裕哉 議員

これからの時代に合った消防団にするために
消防団活動の更なる充実強化に努める

Ｑ　
現
在
、
独
居
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
る
。
近
隣
に
身
寄
り

が
い
な
い
高
齢
者
が
特
養
施
設

や
入
院
に
際
し
て
保
証
人
等
で

苦
慮
し
て
い
る
と
聞
く
。
市
に

お
い
て
、
支
援
策
な
ど
は
な
い

の
か
。

Ａ　
質
問
の
よ
う
に
、
高
齢
者

等
か
ら
同
様
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
現
在
、
市
独
自
に
支
援
シ
ー
ト
の

活
用
を
検
討
し
、
対
象
者
用
の
今
後
の
ご
希
望

な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
市
は
希
望
に
沿

っ
た
支
援
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

Ｑ　
先
日
、
市
内
で
ト
ラ
ば
さ
み
に
か
か
り
、

ケ
ガ
し
た
所
有
者
不
明
猫
を
保
護
し
た
。
現
在
、

鳥
獣
保
護
管
理
法
で
は
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
と
思
う
が
。

Ａ　
鳥
獣
保
護
管
理
法

で
は
、
平
成
19
年
よ
り

使
用
が
禁
止
さ
れ
、
違

反
し
た
者
に
は
１
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
、

動
物
愛
護
法
で
は
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
と
な
っ

て
お
り
、
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

Ｑ　
「
個
体
数
増
加
に
よ
る
苦
情
等
」
を
減
ら

す
た
め
、
不
妊
去
勢
手
術
の
推
進
を
白
河
市
と

連
携
で
進
め
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
「
市
か
ら

そ
ん
な
話
な
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
苦
情

が
あ
っ
た
。
啓
発
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

Ａ　
な
お
一
層
、
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

大竹　功一 議員

違法にトラばさみが使用され猫を保護、使用禁止では？
鳥獣保護管理法で一部を除き全面使用禁止、市民に対して周知徹底していく

Ｑ　
台
湾
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
と
広
域
観
光
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

Ａ　
昨
年
、
台
湾
か
ら
の
旅
行

者
は
９
万
１
，
５
３
０
人
。
本

県
で
は
、
１
月
か
ら
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
運
航
が
開
始
さ
れ
、

昨
年
を
上
回
る
見
込
。
今
年
度

は
10
月
に
台
北
市
で
「
日
本
物

産
展
」
へ
出
展
し
、
来
年
２
月
に
林
百
貨
店
等

で
「
白
河
フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
予
定
。
白
河
市

の
日
本
酒
や
名
菓
、
だ
る
ま
等
の
事
業
者
が
出

展
し
、
し
ら
か
わ
ん
・
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
が
Ｐ
Ｒ

す
る
。
ま
た
11
月
の
台
南
旅
行
博
で
は
、
県
南

に
加
え
、
県
も
出
展
し
、
台
湾
便
を
定
期
便
化

す
る
為
に
全
県
挙
げ
て
協
力
し
て
い
く
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、
栃
木
県
北
部
を
含
む

周
遊
観
光
の
旅
行
商
品
の
造
成
に
取
り
組
む
。

Ｑ　
高
校
生
を
台
南
市
へ
10
名
派
遣
す
る
研
修

内
容
と
参
加
費
は
ど
の
程
度
か
伺
う
。

Ａ　
研
修
内
容
は
、
現
地
の
高
校
生
と
の
交
流

会
で
、
自
分
達
が
暮
ら
す
地
域
の
歴
史
・
文
化

の
紹
介
や
、
互
い
の
国
が
抱
え
る
社
会
的
課
題

に
つ
い
て
意
見
交

換
し
、
台
南
市
白

河
区
の
視
察
を
予

定
。
参
加
費
は
現

在
25
万
程
度
を
見

込
ん
で
お
り
、
こ

の
う
ち
３
分
の
１

を
補
助
す
る
。

佐川　琴次 議員

台湾からのインバウンドの誘客促進について
白河市としての具体的な取り組みは
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Ｑ　
白
河
第
一
小
学
校
１
年
生

児
童
数
は
39
名
２
学
級
で
６
年

生
は
30
名
１
学
級
で
あ
る
。
少

子
化
を
見
す
え
児
童
数
減
少
の

た
め
白
一
小
を
白
二
小
と
白

三
小
に
分
割
統
合
出
来
な
い
か
。

統
合
す
れ
ば
通
学
距
離
も
短
く

な
り
児
童
の
負
担
も
減
り
財
政

負
担
軽
減
に
な
る
。

Ａ　
小
規
模
す
ぎ
る
状
況
に
は
な
ら
ず
教
育
活

動
が
維
持
で
き
る
こ
と
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　
白
一
小
改
築
工
事
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
昭
和
44
年
か
ら
段
階
的
に
建
築
さ
れ
た
白

一
小
は
築
後
55
年
を
経
過
し
て
い
る
。
令
和
４

年
度
に
は
学
校
敷
地
の
測
量
を
実
施
し
た
。
令

和
６
年
度
は
基
本
設
計
及
び
地
質
調
査
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。
基
本
設
計
は
白
河
第
二
中

学
校
な
ど
過
去
の
改
築
と
同
様
に
建
設
検
討
委

員
会
を
設
置
し
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
代
表
の
皆
様

か
ら
様
々
な
意
見
を
お
聞
き
し
て
い
く
。
来
年

度
以
降
は
そ
の
進
捗
に
応
じ
て
実
施
設
計
さ
ら

に
は
校
舎
な
ど
の
建
設
工
事
を
進
め
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

Ｑ　
中
心
市
街
地
か
ら

白
一
小
に
通
う
児
童
数

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
本
町
17
名
・
中
町

４
名
・
天
神
町
０
名
・

金
屋
町
25
名
・
愛
宕
町

９
名
・
大
工
町
５
名
・

新
蔵
12
名
・
南
町
６
名

で
あ
る
。

Ｑ　
能
登
半
島
地
震
は
正
月
の

真
冬
に
発
生
し
、
避
難
生
活
を

厳
し
く
し
た
。
日
本
列
島
の
ど

こ
で
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
。「
真
冬
の
避
難
」と
同

時
に
「
真
夏
の
避
難
」
に
備
え

た
対
策
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る

が
。

Ａ　
可
動
式
の
冷
暖
房
空
調
設

備
を
３
月
末
に
リ
ー
ス
会
社
と
協
定
を
締
結
し
、

他
に
も
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
能
登

半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
令
和
５
年
度
の
県
教
委
の
調
査
で
は
国
が

示
す
「
45
時
間
」
の
上
限
を
超
え
る
時
間
外

勤
務
を
し
て
い
る
教
員
は
小
学
校
で
40
・
8
％
、

中
学
校
で
58
・
０
％
、
更
に
、
過
労
死
ラ
イ
ン

の
月
80
時
間
に
達
す
る
教
員
は
中
学
校
で
25
・

０
％
、
４
人
に
１
人
が
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
の

勤
務
を
し
て
い
る
。
以
前
は
、
教
員
の
志
願
倍

率
は
20
倍
、
30
倍
は
普
通
だ
っ
た
が
、
昨
年
度

は
１
・
４
倍
と
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。
教
員

に
優
秀
な
大
学
生
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
の
は
長
時
間
労
働
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

こ
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ　
教
員
を
志
す

若
者
の
減
少
は
、

教
育
の
質
の
低
下

を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。
教
員
の
長
時

間
労
働
は
解
決
す

べ
き
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

大花　務 議員

柴原　隆夫 議員

白河第一小学校を第二小学校と第三小学校に統合出来ないか

「真冬の避難」と同時に「真夏の避難」に備えた対応も

小規模すぎる状況にはならず考えていない

能登半島の「真冬の避難」の教訓も踏まえ取り組む

Ｑ　
本
市
の
保
育
・
幼
児
教
育

は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
も
っ
て

取
り
組
む
の
か
伺
う
。

Ａ　
幼
児
教
育
や
保
育
の
質
、

給
食
提
供
な
ど
の
保
護
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
は
統
廃
合
や
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
へ
の
転
換
な
ど
、
具
体
的

な
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ　
表
郷
こ
ど
も
園
開
園
に
あ
た
り
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
保
育
観
や
保
育
理
念
の
統
一
を

図
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
市
の
考
え

は
？

Ａ　
先
進
地
視
察

や
県
の
幼
児
教
育

研
修
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
外
部
の
意
見

を
広
く
取
り
入
れ

て
い
く
。

Ｑ　
多
発
し
て
い
る
不
適
切
保
育
。
未
然
防
止

対
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
？

Ａ　
民
間
を
含
め
保
育
に
従
事
す
る
全
て
の
職

員
に
対
し
、
再
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
、

不
適
切
保
育
に
関
す
る
研
修
実
施
に
取
り
組
む
。

Ｑ　
消
防
団
運
営
に
活
用
で
き
る
地
域
防
災
ア

プ
リ
「S.A

.F.E

」
は
、
多
数
の
利
便
性
が
あ

り
、
初
期
対
応
の
迅
速
化
と
事
務
コ
ス
ト
の
削

減
が
図
ら
れ
る
た
め
導
入
す
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
？

※
鈴
木
裕
哉
議
員
の
答
弁
内
容
に
て
割
愛
。

大木　絵理 議員

本市の保育・幼児教育の施設整備計画は？
給食提供など保護者ニーズに応える必要がある

本市における公立園の数

幼稚園 ８（１園休園中）

保育園 ６（１園休園中）

※（仮称）表郷こども園は
令和８年９月に開園予定
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Ｑ　
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
状

況
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
か

ら
出
し
て
い
た
だ
い
た
８
年
間

の
デ
ー
タ
を
資
料
と
し
て
配
布

す
る
。
令
和
４
年
度
・
令
和
５

年
度
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
月
平
均
で
は
、
小
学
校
で

６
時
間
、
中
学
校
で
１
時
間
減

少
。
月
80
時
間
超
え
る
月
別
の

教
職
員
数
で
は
、
小
学
校
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月

で
減
少
し
て
い
る
が
、
中
学
校
で
は
増
加
し
て

い
る
月
が
複
数
あ
る
。

Ｑ　
８
年
間
で
は
概
ね
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。

Ａ　
会
議
や
各
種
行
事
の
精
選
及
び
実
施
方
法
、

教
育
課
程
や
日
課
の
見
直
し
な
ど
創
意
工
夫
し

て
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
と
考
え
る
。

し
か
し
、
中
学
校

で
は
約
１
割
の
教

職
員
が
月
80
時
間

以
上
で
あ
り
、
80

時
間
に
達
し
な
い

も
の
の
長
時
間
勤

務
が
一
定
程
度
見

ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

改
善
す
べ
き
こ
と
が
ま
だ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
保
険
証
導
入
に
よ
る
保
険
証
廃
止

が
令
和
６
年
12
月
２
日
で
あ
る
。
市
の
国
保
保

険
証
更
新
は
ど
う
な
る
か
。

Ａ　
通
常
ど
お
り
更
新
を
行
う
。
発
行
済
み
保

険
証
は
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
有
効
と
な
る
。

深谷　弘 議員

「教員不足」を引き起こしている教職員の多忙化にどう対処するのか
各学校で時間外勤務を減らす取り組みを行っているが、改善すべきことがまだある。

お詫びと訂正　「議会だより（第74号）」の内容に誤りがありましたので、訂正してお詫びいたします。
【訂正箇所】５頁「３月定例会」のうち、高校生海外派遣事業の対象について（誤）市民在住　　（正）市内在住

令和５年度　政務活動費収支報告一覧表

ＮＯ 氏　　　名 交付額 支出額
支　　出　　内　　訳 未支出額 個人負担額

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費
1 永　山　　　均 160,000 147,880 33,050 43,850 67,100 0 0 0 3,880 12,120
2 遠　藤　公　彦 160,000 163,311 65,760 17,647 23,265 0 0 53,009 3,630 0 3,311
3 植　村　美　洋 160,000 185,363 108,908 0 0 0 0 0 76,455 0 25,363
4 大　木　絵　理 240,000 267,408 0 0 200,548 0 0 66,860 0 0 27,408
5 吉　見　優一郎 240,000 175,828 24,000 80,328 0 0 0 71,500 0 64,172
6 鈴　木　裕　哉 240,000 299,547 60,951 80,328 158,268 0 0 0 0 0 59,547
7 高　畠 　　　裕 240,000 171,294 0 80,328 0 0 0 90,966 0 68,706
8 佐　川　琴　次 160,000 125,757 69,680 13,727 0 0 0 0 42,350 34,243
9 戸　倉　宏　一 240,000 292,418 69,680 13,727 209,011 0 0 0 0 0 52,418
10 根　本　建　一 240,000 274,024 0 0 189,216 0 0 53,332 31,476 0 34,024
11 室　井　伸　一 240,000 129,062 33,050 43,850 0 0 0 19,162 33,000 110,938
12 緑　川　摂　生 240,000 86,267 0 0 86,267 0 0 0 0 153,733
13 柴　原　隆　夫 240,000 0 0 0 0 0 0 0 0 240,000
14 菅　原　修　一 240,000 81,567 0 0 0 0 0 4,951 76,616 158,433
15 北　野　唯　道 240,000 300,000 0 0 300,000 0 0 0 0 0 60,000
16 水野谷　正　則 240,000 259,470 54,690 43,850 160,930 0 0 0 0 0 19,470
17 佐　川　京　子 240,000 260,484 130,470 17,647 108,625 0 0 3,742 0 0 20,484
18 藤　田　文　夫 240,000 197,331 65,260 17,647 0 0 0 114,424 0 42,669
19 大　花　　　務 240,000 217,278 0 0 152,086 0 0 43,632 21,560 22,722
20 石　名　国　光 240,000 270,893 69,680 17,647 16,974 0 0 166,592 0 0 30,893
21 高　橋　光　雄 240,000 202,141 49,367 43,850 50,440 0 0 23,459 35,025 37,859
22 大　竹　功　一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
23 深　谷　　　弘 240,000 120,430 0 0 84,260 0 0 26,710 9,460 119,570
24 筒　井　孝　充 240,000 94,655 84,975 0 0 0 0 9,680 0 145,345

合　　　　計 5,200,000 4,322,408 919,521 514,426 1,806,990 0 0 748,019 333,452 1,210,510 332,918
構成割合 21.3% 11.9% 41.8% 0.0% 0.0% 17.3% 7.7%

※支出額のうち交付額を超える金額については個人負担です。

（単位：円）

（単位：円）

ＮＯ 氏　　　名 交付額 支出額 支　出　内　訳 未支出額 個人負担額調査研究費 研修費 広報費 広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費
1 荒　井　寿　夫 80,000 168,056 0 0 168,056 0 0 0 0 0 88,056
2 縄　田　角　郎 80,000 0 0 0 0 0 0 0 0 80,000
3 山　口　耕　治 80,000 21,707 7,333 0 0 0 0 14,374 0 58,293
4 須　藤　博　之 80,000 41,800 0 0 0 0 0 0 41,800 38,200

合　　　計 320,000 231,563 7,333 0 168,056 0 0 14,374 41,800 176,493 88,056
構成割合 3.2% 0.0% 72.6% 0.0% 0.0% 6.2% 18.1%

（改選後）


